
【参加費】 無 料

【対 象】 全国のDMO・観光協会の実務担当者・中核人材
20～30名（応募多数の場合抽選となります）

【日 程】 2020年12月16日～2021年2月16日（全4回）

【テーマ】 「コロナの時代を生き抜く観光地経営戦略を再考する」

【形 式】 オンライン研修
受講環境（PC等の端末やインターネット通信環境）はご自身で確保
をお願いします。リモート形式であっても他の参加者と話したり、情
報交換ができるよう毎回グループワークを設定しています。

【申込方法】 以下のURLよりお申込みください※締切：11月25日(水)
URL：https://bit.ly/2ThFmO4

【受講にあたって】
各研修前に、関連するe-ラーニング講座を受講頂きます
第2回研修を受けて、第3回研修に課題を提出頂きます
各研修終了後にアンケートを実施しますので
ご協力をお願いします
原則として、各回通しでご参加ください

【主 催】（公財）日本生産性本部
【共 催】（公社）日本観光振興協会
【問合せ】 メールにてお願いいたします kokunai@nihon-kankou.or.jp

自地域における観光需要の消失額を推計、地域経済における
損失を理解します第 回１

2020年12月16日（水） 13：30～15：30

コロナ時代の仮説・アクションプランを考えます3第 回

2021年2月3日（水） 13：30～16：00

観光振興の在り方を見直し、コロナ時代における観光地経営の
仮説を立てます2第 回

2021年1月13日（水） 13：30～16：30

SDモデルについて学び、中長期的な施策の在り方を考えます4第 回

2021年2月16日（火） 13：30～15：30

WEB

※ 「地方創生カレッジ」事業は、地方創生の本格的な事業展開に必要な人材を育成・確保するため、実践的な
知識をeラーニング講座で提供するほか、必要に応じて実地研修も効果的に取り入れることで知識やスキルを
習得できるようにする取組です。
本事業は、平成27年12月に公表した国が行う支援の方向性を示す「地方創生人材プラン」に基づき、公益財
団法人日本生産性本部を補助事業者として採択し、実施しています。

官民連携講座は、観光立て直し、再生を目指す人材が全国の同じ境遇にある人材と課題や情報を共有し、交流を得る貴重な機会です。
観光事業の再立案に必要となる思考力の強化やデータの活用、観光振興計画の在り方などを学び、アクションプラン策定プロセスの体験等を通じて、
ウィズコロナ/アフターコロナの不確実な時代にありながらも、時流や趨勢を客観的にとらえ、観光を通じた地方創生を推進することのできるスキルを養成、強化する人材を育成します。
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https://bit.ly/2ThFmO4
mailto:kokunai@nihon-kankou.or.jp


全相鎭

帝京平成大学現代ライフ学部観光経営学科講師

東洋大学国際地域学研究科国際観光学専攻修士課程修了

専門分野：観光計画、観光統計、観光行動論

古屋秀樹

東洋大学国際観光学部国際観光学科教授

東京工業大学大学院理工学研究科修了

専門分野：持続可能な観光地マネジメント， ビッグデータ分析

古賀学

松陰大学観光メディア文化学部観光文化学科教授

東京農業大学農学部造園学科卒

専門分野：観光計画、観光文化論、観光資源論

安本達式

公益社団法人日本観光振興協会 副所長

早稲田大学理工学部卒

専門分野：観光計画、観光施設計画、観光統計

時間 概 要

13：30
コロナによる観光需要の消失と地域経済への
波及について

講義

14：20 自地域の観光需要の消失額の算出
個人ワーク

/GW

15：40 仮説立案とデータ活用 講義

16：00 終了

時間 概 要

13：30
地域課題・国内観光の現状と把握

観光振興・需要創出の際に検討すべき事項について

講義1/
ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ
・個人ワーク

15：10 グループ発表 GW

15：40 地域事例の紹介 講義2

16：30 終了 課題

時間 概 要

13：30 アクションプランの議論・発表 GW

14：40 アクションプランを評価する
全体

プレゼン

15：40 講師より講評 講評

16：00 終了

時間 概 要

13：30
SDモデルと観光振興計画への活用の可能性
欧州でのシリアスゲーム適用事例

講義

14：40 意見交換 GW

15：00 質疑応答

15：30 終了

講 師

2020年12月16日（水）１第 回

第 回3 2021年2月3日（水） 2021年2月16日（火）

※ GW:グループワーク

SDモデルについて学び、中長期的な施策の在り方を考えます

観光需要の消失額を推計し、地域経済における損失を理解します

コロナ時代の仮説・アクションプランを考えます
第 回4

2021年1月13日（水）

観光振興の在り方を見直し、コロナ時代における観光地経営の仮説を立てます
第 回2 

次回までの課題： 「自地域の仮説、アクションプランを策定する」（個人ワーク）

※各プログラムの内容は変更する可能性がございますのでご了承ください


